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～子どもの実感を生かした教育実践のために～
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>現代の子どもの内面をどうとらえるか

昨年の7,8月 大津で、さらに9月 に

は札幌で自殺した中学生の事件が、非

常に大きな社会的問題になりましたc

文部科学省のいじめの定義は、一定
の人間関係のある者の間で起きると

なっていますcつ まり、子ども同士の
関係の間で起こるものだということに

なっているので、「誰がいじめたんだ」
となりがちです。昨年の事件からこの

間の社会的関心の流れは、そうなって
いたのではないかと思います。

しかし、札幌で自殺した生徒の周辺

を徹底的に調べましたが、いわゆる「い

じめ」という事実はでてきませんでし

たこそこで、いじめというものをもっ

と広くとらえるべきではないかと私た

ちは考えましたっ誰がいじめたかでは

なく、何が「いじめ」だったのか。今
の子どもの問題を考えるとき、きわめ

て象徴的に突き付けられている問題は

何か、何が子どもを苦しめているかを

考えなければいけないと考えました。

生まれた時から競争があって、良い

子でなけりゃ、できなきゃだめなんだ

という圧力は、多くの子にとって否定

感の強い圧力になります。それは国際

的な調査でも、日本の子どもの自己否

定の強さは、データとしてある。

そういうなかで思春期を生きるとい

うことは、何か自分に誇りがいる.そ
ういう誇りを頼りに思春期を生き抜い

て、自立の道をたどる。しかし、その

誇りを持ちにくいのが、高度成長期と

違って、「頑張ったって良くなれない」
という今の時代です。

そこで、子どもといちばん長く接し

ている教師が、その子どもの様々な苦

今回の全学教育研究集会では、福井

雅英北海道教育大学大学院教授が下記

レジュメの内容で記念講演を行いまし

た.

福井教授は、1昨年 9月 札幌で中学生

が自殺 した事件の「生徒の自殺に関す

る調査検討委員会」委員長を務め、生

徒の現実を探るなかで感じた、現代と

いう時代に思春期を過ごしている若者

たちの苦悩をどう読み収るかという問

題を、今回の公開研究授業で感じた思
いとからめて話を進められました。

その講演冒頭で話された、公開研究

授業に関わる部分をご紹介します。

悩を察知するアンテナを磨かなけりゃ

ならない.じ ゃあ、どうやって子ども
の苦悩を読み取るか。文科省のいじめ

の定義は、一定の人間関係のあるもの

から物理的、心理的な攻撃を受けて苦

悩を抱えたらそれはいじめだという。

それは、被害者の側からいじめを定義

したという点では意味があります。し

かし、個人の内面の苦悩をまわりから

大人が見てどう判断するのか。これは

相当に難しいことなのです。

子どもへの理解というのは、教育実

践のスタートであり、帰結だといえま

す。子どもの内面のリアリテイを捉え

るため、教師は子どもの表情やまなざ

しや身振りや様々な言動から子どもを

理解しようとします。そこでは、ある

一定の生活をともにする時間、あるい

はその密度というものが、非常に大き

な意味を持ってくるだろうと思います。

卜教師と生徒が「柔らかな雰囲気」

私は、この旭丘高校に来て、先生た

ちと生徒のやり取りの雰囲気を、授業

以外にもいろいろ見せていただきまし

た。非常に柔らかい雰囲気です。生活

を共にしているという雰囲気が、学校

全体の中にあると思いました。

多くの公立の現場を歩いてみると、

そこは非常に難しいところです。本当
の姿を先生に見せないように対応して
いる高校生たちはたくさんいます。そ
こをどう解放するかが問われている。

触れあう時間の総和と、慈しみの感覚

が非常に大事になってくると思います。
この 1日 半の公開研究授業を見せて

いただき、教室での生徒と先生の関係

が素晴らしいと思いました。

たとえば、今日の午前中の数量の時

間の先生の対応などを見ると、楽しく

なります。非常にきめ細やかな配慮も

されていると思いました。一つひとつ

の対応が柔らかい。そして、相の手を

入れたり、ちょっと助言をしたりとい

う雰囲気が、子どもに届いている感じ

がする。子どもは問い詰められている

んじゃなくて、励まされているc助け
られている。引き出されているという

風になっているんじゃないかと感じま

した。

しかも、学習の経過を見ていると、
いろんな失敗をそのまま出せる.間違
いの受け止め方がまた柔らかくて、意

味がある。「自信を持て」「大丈夫だ」

といわれ、そこで考える意味がある。

内面の葛藤や、自分の中に起こってく

る模索の過程を、全部出しても大丈夫

だという雰囲気を、授業の中で、みん

なでつくっているcそ こが素晴らしい
と思います。

生徒自身も、班で学習することで気

楽に話し合えてよかったと言ってい

る。これは、あたりまえのことのよう

にみえて、今の非常に厳しい多くの学

校の現実では、子どもから出てくるよ

うな言葉じゃないんです。子ども同士

でさえ下手なことは言えない、失敗は

できないと思っている、気遣っている

関係がある。だから、こういう言葉が

子どもからすっと出てくるのは、相当

なことだと思います。

そういう、教師が作りだす雰囲気は、

子どもに対する理解に立っているのだ

と思います。この学校の先生たちの雰

囲気をずっとみせていただくと、回は

ばったい言い方ですが、子どもに対す

る親愛の情にあふれている。それはす
ごく人事なことです。一人ひとりの子

どもが生きて存在して、一人ひとりの

子どもが内面の真実を抱えた存在なん

だというような認識がなかったら、出

てこないような親愛の情じゃないかと

私は感じました。

厳しい要求も当然されるが、それは

相手への応答がちゃんとできる、生徒
への信頼があるんだということが伝

わってくると思ったわけです。子ども

を理解するときに、その子その子の文

脈に沿うて理解しようという努力がさ

れていると。

>教師と生徒の関係性が生きる授業

象徴的な場面でいえば、昨日見せて
いただいた選択講座国語基礎の授業。

先生は、「聴写」というような授業の

方法をとられました。それは、日の前

にしている子どもの実態に対する理

解、把握があって、そういう方法を取

られたのだと思います。教材の選定も

すごかった、教材の持つ強さも子ども

を引き込んでいることももちろんある

と思いました。

でも私は、先生が読んでいるあの読

み方、それによって、先生と生徒の関係

が浮かび上がるという感じがしたので

す。生徒たちが先生を大好きな様子が

伝わってくるんです。先生も、それを

楽しんでおられるような読み方でした.
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ここは繰 り返す、ここはちょっと

ゆっくり読んでやろう、もう少し長め

に挑戦してみるかというような、様々

な思いが教師の内面に去来して、セン

テンスの区切 リーつにしてもそういう

気持ちが出てくるんだと思いました。

つまり、授業にしても、生徒と教師

の関係性というものをどう作っておく

かということが、授業の内容の具体的

な分析もさることながら、同時に必要

ではなぃかということを感じさせられ

ました。
「聴写」ということで、聞きとって

書いていくという、生徒にとって非常

に素朴な達成感、はっきりした形で「俺

は今これだけやったんだ」ということ

が見える、そういうものも大きかった

んだろうと思いますcま た、辞書を使

うという必然性、とにかくひきたくな

るという必然性も生み出されていたと

思いました.

それと、一つすごいと思ったのは、

班ごとにテーマをつけて発表すると

き、外見的には非常に気になる生徒が

いて、内面にいろいろ葛藤を抱えてい

るのかなと注目して見ていたのです

が、その子が、「健康なご老人の誕生日」

と題をつけたのです.「健康な年寄 り

の」とはつけなかった。僕はこれに感

心しました。

見た日からして、「ご老人」という

言葉を使うとは、すぐには理解できな

いような子です。でも、彼が「ご老人」

の一言に込めた思いは、すごいことな

んじゃないでしょうか。学習の中で、

老人に対する敬意、年寄りをどう見る

のかが、自然と彼の中に入っていてそ

の一言をつけさせたんだと思います。

これはすごいことだと思いましたc

そう考えると、ここで授業研究や授

業分析をするなら、誰がどういう題を
つけたのかという意味を、その子の文

脈に沿うて考えて上げるということ

が、次の課題としてあるのではないか。

そのことを、「ご老人」という言葉を

選んだその子から、私は教えられた感

じがしたわけです3

つまり、子どもはいろんな表現をし

ますが、その表現に込められたその子

の本当のメッセージ、その子にしかで

きない表現の持っている意味、その子

の文脈を読み取るというような、授業

を通しての子ども理解というものを、

授業分析の一つの柱にしてもらいたい

というのが、今の私の願いですc
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